




















































































































































































3,429 3,217 3,115 3,212
5,200
25 25 25 23 23































H9 H10 H11 H12
70

























































































住民参加 ＋ 行政の関与 ＋ 事業者の自助努力
「乗って支える」 ＝ 住民の役割
「乗るしくみづくり」 ＝ 行政・事業者（・ＮＰＯ等）の役割
住民が自らの役割を認識し、「乗って支える」宣言をする
ことが 行政が存続のための取り組みを始める前提となる、 。
その際、税金投入に対して、誰も文句が言えないほどの
運動の盛り上がりを作り上げることが必須の条件。
そのために、密度の濃い「情報提供・啓発活動」が必要。
運動が盛り上がらなければ、行政は、「存続後に乗って支
える人がいない」と見なし廃止手続きを容認するしかない。
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乗って支える
「乗って支える」意識と行動と
（ソフト・ハードにわたる）乗るしくみづくりは、車の両輪の関係
これまでの地方鉄道は乗客減→サービス低下→乗客減の悪循環。
「乗って支える」行動が、鉄道会社・行政の「乗るしくみづくり」を引き
出し、便利な鉄道の実現で利用者が増加、それがさらなる「乗るし
くみづくり」を引き出す好循環へと転換する。
「乗って支える」宣言・行動がなければこの好循環は始まらない。
既存の鉄道の再評価・活用・再生・活性化／バスとの連携／自動
車との連携／自転車との連携／まちづくりとの連携／地域・住民・
自治体との連携／利用情報の提供／全体で交通体系を便利に再
構築 等
乗るしくみづくり
「地域社会の財産」
• 鉄道の存続・再生はまちづくりの第一歩。
• 存続・再生の成果は経済の活性化だけではない。
• 学習や議論を経て、住民の地域への関心と参加意識
が高まる。これは「地域社会の大きな財産」である。
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